
─ 92 ─

は
じ
め
に

戦
前
の
ア
メ
リ
カ
で
創
作
活
動
を
し
た
日
本
人
画
家
に
つ
い
て

は
、
近
年
渡
米
画
家
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
な
ど
に
よ
り（
１
）、

彼

ら
の
活
動
は
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
に

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
た
国
吉
康
雄
の
回
顧
展
は（
２
）、

二
十
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
画

家
と
し
て
彼
の
功
績
を
再
評
価
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
日
本
人
画
家
の
活
動
が
注
目
さ
れ
て

き
て
い
る
中
で
、
本
稿
で
は
、
国
吉
康
雄
と
同
時
期
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
美
術
活
動
を
し
た
、
石
垣
栄
太
郎
（
一
八
九
三
年
│

一
九
五
八
年
）
の
文
芸
作
品
を
取
り
上
げ
る
。

石
垣
栄
太
郎
は
、
父
親
の
呼
び
寄
せ
で
、
一
九
〇
九
年
に
和
歌

山
県
太
地
か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
出
稼
ぎ
の
た
め
に
渡
っ

た
。
そ
し
て
、
英
詩
人
、
管
野
衣
川
の
夫
人
で
、
彫
刻
家
の
ガ
ー

ト
ル
ー
ド
・
ボ
イ
ル
と
出
会
い
、
彼
女
の
勧
め
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
美
術
学
校
で
学
ん
で
い
る
。
こ
の
後
、
石
垣
栄
太
郎
と

ガ
ー
ト
ル
ー
ド
は
恋
愛
関
係
に
発
展
し
、
一
九
一
五
年
に
は
彼
女

と
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
も
と
で
、
西
海
岸
の
移
民
地
を
追
わ
れ
る

よ
う
に
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
動
し
て
い
る
。
画
家
と
し
て

の
石
垣
栄
太
郎
は
、
一
九
二
五
年
の
独
立
美
術
家
協
会
展
に
出
品

し
た
、《
鞭
を
打
つ
人
（T

he M
an W

ith the W
hip

）》
が
評

価
さ
れ
、
以
後
、
ア
メ
リ
カ
の
美
術
界
で
創
作
活
動
を
し
て
い
た

こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
以
前
の
美
術
作

品
は
、《
女
の
顔
》（
一
九
一
六
年
）
と（
３
）、《

自
画
像
》（
一
九
一
七
年
）

が
あ
る
も
の
の（
４
）、

こ
の
ほ
か
に
作
品
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
一
九
一
〇
年
代
の
創
作
活
動
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。

こ
の
時
期
の
石
垣
栄
太
郎
の
創
作
活
動
を
解
明
す
る
た
め
に
、

石
垣
栄
太
郎
と
『
紐
育
新
報
』

│ 

文
芸
活
動
に
見
る
創
作
の
転
機 

│

佐
藤　

麻
衣
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筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
で
発
行
さ
れ
た
、
日
本
語
新
聞
を

調
査
し
て
き
た
。
す
る
と
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
『
新
世
界
』

に
小
説
「
そ
の
夜
」
が（
５
）、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
『
日
米
週
報
』
に
小

説
「
除
夜
の
鐘
」（
６
）、『

紐
育
新
報
』
に
小
説
「
髑
髏
に
接
吻
す
る
女
」

が（
７
）、

掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
作
品
は
、
当
時
石
垣
栄
太
郎
が
傾
倒
し
た
、
オ
ス
カ
ー
・

ワ
イ
ル
ド
や
ダ
ヌ
ン
チ
オ
の
世
紀
末
芸
術
の
影
響
を
受
け
た
、
頽

廃
的
な
作
風
だ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た（
８
）。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に

も
、『
紐
育
新
報
』
に
は
、
石
垣
栄
太
郎
の
美
術
批
評
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
一
九
二
二
年
の
画
彫
会

の
展
覧
会
の
批
評
だ（
９
）。

こ
こ
で
は
、
同
展
に
出
品
し
た
《
死
の
勝

利
》
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
五
六
年
前
の
作
品
だ
。
私
が
ワ
イ
ル

ド
の
デ
カ
ダ
ン
哲
学
の
感
化
を
受
け
ボ
マ

マ

ー
ド
レ
ー
の
悪
魔
主
義
に

感
染
し
て
い
た
時
分
の
作
品
な
の
で
、
其
後
思
想
に
激
変
を
来
し

て
居
る
今
の
自
分
か
ら
見
て
余
程
遠
縁
の
も
の
だ
。
今
度
の
展
覧

会
が
玉
石
同
架
の
シ
ョ
ー
で
あ
る
と
す
れ
ば
自
分
の
も
の
は
確
か

に
石
の
最
も
粗
悪
な
も
の
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

（
10
）。《

死
の
勝
利
》
は
所
在
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
構
図
は

不
明
だ
が
、
こ
の
批
評
か
ら
は
、
世
紀
末
文
芸
の
影
響
を
受
け
た

作
風
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
二
五
年
の
独
立

美
術
家
協
会
展
に
出
品
し
た
《
鞭
を
打
つ
人
》
は（
11
）、

煙
を
吐
き
出

す
煙
突
と
街
を
背
景
に
、
馬
を
鞭
う
つ
人
物
を
描
い
た
作
品
で（
12
）、 

こ
れ
以
後
、
同
展
に
発
表
さ
れ
た
彼
の
作
品
は
、
社
会
の
風
俗

を
写
実
的
に
描
い
た
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、《
女
の
肖
像
》
や
《
自
画
像
》、《
死
の
勝
利
》
を
制
作
し
た

一
九
一
七
年
頃
か
ら
、
独
立
美
術
家
協
会
展
に
作
品
を
出
品
し
始

め
る
、
一
九
二
五
年
ま
で
の
間
に
、
石
垣
栄
太
郎
の
創
作
活
動
に

は
、「
思
想
の
激
変
」
と
さ
れ
る
転
機
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
『
紐
育
新
報
』
に
掲
載
さ

れ
た
、
彼
の
文
芸
作
品
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
後
の
創
作
活
動
に

影
響
を
与
え
た
、
思
想
の
転
機
を
検
討
す
る
。

一
、『
紐
育
新
報
』
の
小
品

一
九
一
五
年
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来

た
石
垣
栄
太
郎
は
、
茂
木
商
会
で
美
術
工
芸
品
の
修
理
や
傘
の
柄

を
作
る
仕
事
な
ど
を
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。
当
時
の
様
子

は
、「
ア
メ
リ
カ
放
浪
四
十
年
」
や（
13
）、

小
説
「
除
夜
の
鐘
」
に
表

れ
て
い
る（
14
）。

ま
た
、
一
九
一
七
年
に
、
前
田
河
広
一
郎
ら
と
発
行

し
た
文
芸
雑
誌
『
共
存
』
に
は
、「
出
獄
の
前
夜
」
と
い
う
詩
を

発
表
し
て
い
る（
15
）。

だ
が
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
紐
育
新
報
』
に

も
文
芸
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
一
九
一
七
年
七
月
に
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発
表
さ
れ
た
、
小
品
「
野
に
叫
ぶ
人
の
声
を
」
を
取
り
上
げ
る
。

沈
滞
し
た
恋
の
悩
し
い
空
気
が
、
も
の
憂
く
私
の
薄
暗
い
室

を
と
じ
込
め
て
い
る
、
赤
く
腐
爛
し
た
惨
ま
し
い
肉
慾
の
臭

い
、
死
の
影
に
漂
ふ
て
い
る
頽
廃
の
気
分
が
、
暗
く
暗
く
我

が
若
き
日
の
生
活
の
河
に
漲
っ
て
い
る
。
私
の
頭
は
重
き
灰

色
の
雲
に
閉
さ
れ
、
身
体
は
綿
の
如
く
に
疲
れ
、
恐
し
い
病

熱
に
で
も
冒
さ
れ
た
時
の
や
う
に
凡
べ
て
の
関
節
が
弛
る
み

動
き
難
き
ま
で
に
痛
み
出
し
た
。
私
は
悪
夢
に
魘
さ
れ
て
い

る
や
う
な
落
ち
つ
き
の
な
い
気
分
で
震
へ
戦
慄
き
な
が
ら
罪

の
寝
床
に
横
っ
て
い
る
。
と
、
小
さ
な
好
奇
心
の
窓
が
開
い

て
微
か
な
光
が
、
恰
度
、
冬
の
夜
明
け
が
た
牢
獄
に
苦
し
む

囚
人
の
窶
れ
た
頬
に
訪
れ
る
時
の
や
う
な
蒼
白
い
光
り
が
、

私
の
暗
い
生
活
の
室
に
流
れ
込
ん
で
来
た
。

冒
頭
で
は
、
暗
い
部
屋
を
背
景
に
、
恋
の
悩
ま
し
い
、
物
憂
い

空
気
に
満
ち
た
、
作
者
と
思
し
き
語
り
手
の
、
死
の
影
が
漂
う
よ

う
な
、
頽
廃
的
な
気
分
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
作

者
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
た
事
情
が
あ

る
だ
ろ
う
。
石
垣
栄
太
郎
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
・
ミ
ラ
ー
の
山
荘

で
出
会
っ
た
、
菅
野
衣
川
の
夫
人
で
、
彫
刻
家
の
ガ
ー
ト
ル
ー

ド
・
ボ
イ
ル
と
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
末
、
一
九
一
五
年
に
彼
女
と

共
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
た
の
だ
が
、
当
時
、
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
は

管
野
衣
川
と
の
離
婚
が
成
立
し
て
お
ら
ず
、
離
婚
訴
訟
の
途
中

だ
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
、
菅
野
衣
川
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
る

と
、
落
ち
着
き
な
く
、
悪
夢
に
う
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
で
、

震
え
慄
き
な
が
ら
罪
の
床
に
横
た
わ
る
語
り
手
の
様
子
は
、
ガ
ー

ト
ル
ー
ド
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
た
こ
と
に
対
す
る
罪
の
意
識

と
、
菅
野
衣
川
と
の
再
会
を
恐
れ
る
、
石
垣
栄
太
郎
の
心
情
を
読

ん
だ
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
後
、
語
り
手
は
教
会
で
伝
道
師
の
話
を
聞
く

が
、
不
安
は
消
え
る
こ
と
な
く
、
再
び
暗
い
部
屋
に
戻
る
。
末
尾

で
は
、
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

私
の
暗
い
室
は
運
命
の
浪
間
に
漂
ひ
つ
つ
流
れ
て
ゆ
く
、
時

は
広
大
無
辺
の
未
来
に
流
れ
、
神
秘
の
雲
間
に
消
へ
て
行

く
。（
略
）
宿
命
の
糸
の
霊
妙
な
力
は
人
間
の
単
細
胞
時
代

か
ら
類
人
猿
の
時
代
に
生
息
し
て
い
た
と
い
ふ
幾
百
万
年
も

の
過
去
か
ら
、
神
々
の
時
代
に
進
化
す
る
か
も
知
れ
ぬ
人
間

の
未
来
に
ま
で
も
、
縺
れ
つ
離
れ
つ
、
人
と
人
と
の
怪
し
い

縁
を
男
と
女
と
の
不
思
議
な
接
触
を
司
っ
て
い
る
。
我
が
若
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き
日
の
生
活
を
彩
る
宿
命
の
糸
の
鮮
か
さ
。
好
奇
心
の
小
さ

き
窓
か
ら
さ
す
微
か
な
光
の
不
思
議
さ
。
大
凡
俗
ビ
リ
ー
と

私
と
の
間
に
は
た
だ
ほ
ん
の
一
瞬
間
の
糸
の
縺
れ
が
あ
る
ば

か
り
だ
、
私
は
再
び
暗
い
暗
い
も
と
の
室
に
帰
っ
て
罪
の
寝

床
に
横
っ
て
い
る
。（
六
月
三
日
）（「
野
に
叫
ぶ
人
の
声
を
」 （
16
））

「
宿
命
の
糸
の
霊
妙
な
力
」
に
よ
っ
て
、縺
れ
な
が
ら
結
ば
れ
た 

人
と
人
と
の
怪
し
い
縁
に
は
、
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
と
管
野
衣
川
と
、

自
身
と
の
間
で
縺
れ
た
、
人
間
関
係
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

暗
く
頽
廃
的
な
作
者
の
心
情
は
、
再
び
罪
の
寝
床
に
横
た
わ
る
末

尾
に
も
表
れ
て
い
る
。　

ま
た
、こ
れ
と
同
時
期
の
小
品
に
「
滅
亡
の
門
辺
に
」
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
作
者
の
分
身
と
思
し
き
画
家
が
、
肺
病
を
煩
っ
て
日

本
に
帰
国
し
た
友
人
の
手
紙
を
語
る
。

重
い
悲
愁
と
懊
悩
と
に
曇
っ
た
、
灰
色
の
空
は
、
黒
い
夜
の

衣
を
纏
っ
た
、
死
の
表
徴
の
や
う
に
、
蒸
し
暑
い
夏
の
日
の

午
后
を
、
暗
く
暗
く
包
ん
で
居
て
、
燈
火
を
点
け
ね
ば
仕
事

を
為
得
ぬ
ほ
ど
、
そ
の
色
を
濃
く
漂
は
せ
て
居
た
。

重
苦
し
く
、
垂
れ
込
め
る
よ
う
な
曇
天
に
は
、
語
り
手
の
悲
愁

と
、
悩
み
も
だ
え
る
心
情
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
夕
立

と
雷
鳴
が
鳴
り
響
く
夏
の
夕
方
に
、
長
い
間
音
信
不
通
に
な
っ
て

い
た
友
人
の
手
紙
を
読
む
。
作
者
の
も
う
一
人
の
分
身
で
あ
る
友

人
は
、
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

自
分
は
近
い
う
ち
に
は
、
ど
う
し
て
も
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
や

う
な
気
が
し
て
な
ら
ぬ
。
然
し
自
分
は
死
に
た
く
は
な
い
。

自
分
に
は
ま
だ
ま
だ
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
事
が
残
っ
て
い

る
。
だ
が
…
、
あ
あ
、
死
、
死
が
来
る
べ
き
私
の
運
命
な
の

か
。（
略
）
死
、
死
は
今
の
私
の
病
苦
か
ら
、
の
が
れ
る
唯

一
の
道
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、
が
然
し
、
自
分
に
は
、

死
と
云
ふ
こ
と
を
思
ふ
と
、
ぞ
っ
と
す
る
。
私
は
死
に
た
く

は
な
い
、
ど
こ
ま
で
も
生
き
ら
れ
る
だ
け
生
き
て
居
た
い
。

だ
が
、
一
度
受
け
た
死
の
宣
告
…
、
い
っ
そ
死
ぬ
の
な
ら
日

本
へ
帰
っ
て
、
日
本
の
風
に
吹
か
れ
て
死
に
た
い
、
横
浜
の

桟
橋
の
上
で
、
紅
い
血
を
吐
い
て
死
ん
で
も
私
は
そ
れ
で
満

足
だ
…
…
、
此
の
頃
私
は
こ
ん
な
こ
と
を
考
へ
て
な
ら
ぬ
。

そ
れ
で
七
月
十
二
日
桑
港
発
の
日
本
丸
で
帰
国
す
る
。

友
人
が
ア
メ
リ
カ
に
来
た
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

が
、
石
垣
栄
太
郎
も
含
め
、
当
時
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
日
本
人
の
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多
く
が
、
出
稼
ぎ
目
的
の
移
民
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
友
人
も

出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
来
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

不
治
の
病
に
侵
さ
れ
、
死
を
予
期
し
た
友
人
は
、
志
半
ば
で
日

本
に
帰
国
す
る
。
こ
こ
で
作
者
は
、
異
郷
に
暮
ら
す
自
身
の
苦
悩

を
、
病
に
苦
し
む
友
人
と
し
て
表
し
た
の
だ
ろ
う
。
彼
の
手
紙
に

は
、
果
た
し
得
な
い
夢
を
残
し
て
帰
国
す
る
無
念
さ
と
、
郷
愁
が

綴
ら
れ
て
い
る
。
手
紙
を
読
み
終
え
た
語
り
手
は
、
友
人
の
帰
国

の
途
を
思
い
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

永
い
間
の
病
苦
で
痩
せ
衰
へ
た
彼
が
、
ま
だ
二
十
を
少
し
過

ぎ
た
ば
か
り
の
身
を
、
薄
暗
い
三
等
室
に
横
へ
て
、
懐
か
し

い
故
郷
に
残
っ
て
居
る
一
人
の
母
を
慕
っ
て
、
長
い
航
海
を

続
け
て
居
る
、
そ
の
哀
れ
な
心
根
を
思
っ
て
、
私
は
泣
か
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
生
者
必
滅
会
者
定
離
、
自
然
の
理
法
は

悲
し
い
、
闇
浮
堤
に
吹
く
諸
行
無
常
の
風
荒
れ
て
、
我
が
友

は
死
を
覚
悟
し
て
日
本
へ
帰
へマ

マた
。（
略
）
嗚
呼
人
は
人
類

的
に
滅
亡
の
門
辺
へ
と
近
づ
い
て
居
る
。
人
間
は
皆
肺
病
患

者
だ
、
滅
亡
へ
の
門
辺
に
、
正
義
が
あ
ら
う
か
、
人
道
が

あ
ら
う
か
、
自
由
が
あ
ら
う
か
…
…
。
夕
靄
に
と
ざ
さ
れ
た

第
十
四
街
の
小
さ
な
私
の
ア
ト
リ
エ
は
悲
愁
の
闇
に
漂
っ
て

居
る
。
友
の
手
紙
を
持
っ
た
私
の
手
は
、
限
り
な
き
悲
し
み

に
漂
っ
て
居
る
。
彼
は
今
ど
う
し
て
居
る
だ
ら
う
（
七
月

二
十
三
日
）（「
滅
亡
の
門
辺
に
」（
17
））

　
語
り
手
は
、
死
を
覚
悟
し
て
帰
国
す
る
友
人
の
身
の
上
を
思

い
、「
生
者
必
滅
会
者
常
離
」
と
、
こ
の
世
の
無
常
観
に
重
ね
て
、

悲
し
み
に
漂
っ
て
い
る
。
人
類
が
向
か
っ
て
い
る
、「
滅
亡
の
門

辺
」
は
、
荒
れ
す
さ
ん
だ
滅
亡
の
世
界
へ
の
入
口
と
し
て
描
か
れ

て
お
り
、こ
れ
と
同
様
の
「
門
」
が
、小
説
「
髑
髏
に
接
吻
す
る
女
」

に
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
人
公
、
川
島
庸
一
の
想
像
の
世
界
に
あ

る
「
秘
密
の
扉
」
で
、「
霊
魂
の
頽
廃
を
早
め
た
人
間
的
な
生
活

の
光
輝
を
語
る
、
化
学
文
明
の
勝
利
を
謳
ふ
、
奏
楽
の
音
波
が
流

れ
」
る
、
享
楽
に
満
ち
た
頽
廃
的
な
世
界
と
、
彼
が
住
む
現
実
の

世
界
を
隔
て
る
も
の
だ
。
扉
の
向
こ
う
側
に
は
、「
亡
国
の
哀
歌

を
う
た
ひ
な
が
ら
、
亡
び
ゆ
く
人
の
世
を
悲
し
み
な
が
ら
、
死
ん

で
ゆ
く
年
若
い
詩
人
」
が
い
る
、
頽
廃
に
満
ち
た
世
界
が
広
が
っ

て
い
る
。
だ
が
彼
は
、
こ
の
門
を
通
り
、
享
楽
の
世
界
に
行
く
こ

と
は
で
き
ず
、「
あ
の
門
の
外
で
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
の
圧
迫

に
脅
へ
て
居
る
」（
18
）。

川
島
庸
一
の
前
に
あ
る
「
秘
密
の
扉
」
と
同

様
に
、「
滅
亡
の
門
辺
に
」
の
「
滅
亡
の
門
」
は
、
頽
廃
的
な
世

界
の
入
口
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
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二
、
新
報
詩
壇

石
垣
栄
太
郎
は
、一
九
一
八
年
の
『
紐
育
新
報
』
に
、小
品
「
エ

イ
の
手
紙
」（
19
）、オ

ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
「
審
判
の
庭
」
の
翻
訳（
20
）、 

詩
「
祈
り
」（
21
）、

ト
ル
ス
ト
イ
の
「
生
け
る
屍
」
の
劇
評
の
合
計

四
編
を
発
表
し
て
い
る（
22
）。

ま
た
、
一
九
一
八
年
の
年
の
秋
か
ら
、

紐
育
新
報
の
活
字
工
と
し
て
、
日
本
語
新
聞
の
制
作
に
も
携
わ

り
、
一
九
一
九
年
に
は
、
新
報
詩
壇
に
「
坩
堝
」
と
い
う
ペ
ン

ネ
ー
ム
で
詩
を
発
表
し
て
い
る
。
で
は
、
新
報
詩
壇
に
発
表
さ
れ

た
詩
、「
あ
る
連
続
せ
る
感
覚
」
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

不
安
は
、

ど
ん
よ
り
と

曇
る
空
よ
り

魔
の
如
く
黒
き
、

翼
を
拡
げ
て

わ
れ
に
来
る
、

胸
に
、
お
も
き
、

鉛
を
や
ど
せ
る
。

青
き
糸
の

も
つ
れ
つ
、
立
ち
の
ぼ
る
、

煙
草
。

ど
す
黒
き
、
灰
色
の

吐
き
だ
さ
れ
、

舌
と
、
の
ん
ど
を

焼
き
つ
く
せ
ど

鉛
は
と
け
ず
。

音
な
く
、
赤
か
く

性
慾
は
、

も
へ
て
つ
き
ず
。

灰
は
、
死
し
て
、

落
つ
。

黒
く
、
か
ろ
く
。

紅
き
色
に
、
ふ
る
る
勿
れ
、

黒
き
色
を
、
見
る
勿
れ

き
ち
が
ひ
の
如
く

錯
覚
は
、
荒
れ
く
る
ふ

わ
れ
に
、
色
を
見
せ
る
勿
れ
。

（「
あ
る
連
続
せ
る
感
覚
」）（
23
）。
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こ
の
詩
に
は
、
連
続
す
る
不
安
な
感
覚
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
一

連
で
は
、
ど
ん
よ
り
と
曇
っ
た
空
に
、
作
者
の
不
安
な
気
持
ち
を

投
影
し
て
い
る
。
そ
の
不
安
は
、
胸
に
重
苦
し
く
、
鉛
の
よ
う
に

宿
っ
て
い
る
。
鉛
に
例
え
ら
れ
た
不
安
を
二
連
で
は
、
煙
草
の
熱

で
も
溶
け
な
い
も
の
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
三
連
で

は
、
不
安
の
要
因
で
も
あ
る
、
赤
く
燃
え
る
性
慾
は
、
燃
え
尽
き

る
こ
と
な
く
、
黒
い
灰
と
な
る
。
終
始
消
え
る
こ
と
の
な
い
不
安

な
気
持
ち
は
、
黒
と
赤
の
色
彩
に
表
さ
れ
、
四
連
で
は
荒
れ
狂
う

錯
覚
と
な
る
。
不
安
で
陰
鬱
な
様
子
が
こ
こ
で
は
基
調
と
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
と
同
時
期
の
作
品
に
、
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
。

暗
き
窓
、

眠
り
て
墓
場
の
如
し
、

星
か
す
か
に
見
へ
つ
、

ど
ん
よ
り
と
空
に
、

月
か
か
り
ぬ
。

血
の
ご
と
く
生
臭
き
月
な
り
、

金
色
の
傘
を
も
つ
。

夕
闇
は
し
づ
か
に
、

ゆ
れ
、

わ
れ
、
何
ん
と
な
く
寂
し
、

た
だ
悲
し
き
夕
べ
な
り
。

あ
あ
都
市
は
、

寂
し
。

（「
哀
傷
の
夕
」）（
24
）。

「
哀
傷
の
夕
」
に
は
、
暗
い
窓
辺
か
ら
見
え
る
、
夕
闇
に
包
ま

れ
た
寂
し
い
暮
れ
方
の
街
の
情
景
が
読
ま
れ
て
い
る
。
静
寂
と
闇

の
中
で
光
り
あ
る
も
の
は
、
か
す
か
な
星
の
輝
き
と
、
曇
っ
た
空

に
架
か
る
、
血
の
よ
う
に
生
臭
い
月
だ
け
だ
。
人
気
も
な
く
寂
し

い
都
会
の
光
景
か
ら
は
、
作
者
の
も
の
悲
し
い
心
情
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
暗
く
哀
傷
を
帯
び
た
詩
に
続
い
て
、「
死
の
誘
惑
」

が
発
表
さ
れ
る
。

自
省
な
く
、

自
責
な
く
、

自
戒
な
き
、

吾
れ
、

何
ん
の
故
に

生
き
ん
と
は
す
る
ぞ
。
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腐
れ
た
る
、
一
塊
の
肉
の
ご
と
く
、

み
に
く
き
、
耻
し
ら
ず
の

吾
れ
、

何
ん
の
故
に
、

神
は
、

こ
の
生
を
許
し
給
ふ
や
。

あ
あ
、

わ
れ
、
苦
し
き
か
な
。

悲
し
き
か
な
、

寂
し
き
か
な
、

目
的
な
く
、
光
な
き
、

生
命
を
抱
け
る
、
吾
れ
。

あ
あ
苦
る
し
、

死
は
唯
一
の
隠
家
な
れ
ど
、

吾
れ
、

死
を
恐
る
る
こ
と
甚
だ
し
。

神
秘
は
恐
怖
な
れ
ば
。

（「
死
の
誘
惑
」）（
25
）。

　
こ
こ
で
は
、
自
ら
の
言
動
や
過
ち
を
認
め
る
こ
と
も
、
慎
む
こ

と
も
な
い
、
自
身
の
生
命
の
意
味
を
問
う
て
い
る
。
生
き
る
こ
と

に
対
す
る
不
安
は
、「
あ
る
連
続
せ
る
感
覚
」
に
詠
ま
れ
た
、
不

安
な
心
情
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
ま
た
、
苦
し
く
、
悲
し
く
、
寂
し

く
、
目
的
も
な
く
生
き
る
様
子
は
、「
哀
傷
の
夕
」
の
、
墓
場
の

よ
う
に
静
ま
り
返
っ
た
夜
の
街
に
た
た
ず
む
、
哀
傷
に
も
共
通
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
に
表
れ
た
、
不
安
や
暗
く
、
物
思
い
に
沈

む
様
子
は
、
そ
れ
ま
で
の
小
品
と
同
様
の
陰
鬱
と
頽
廃
を
基
調
と

し
た
、
作
者
の
心
情
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、「
ア
ダ
ム
の
死
の
床
」
と
挿
絵

一
九
一
九
年
夏
に
は
、
詩
の
ほ
か
に
も
、「
ア
ダ
ム
の
死
の
床
」

と
い
う
小
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（
26
）。

こ
れ
は
、
旧
約
聖
書
の
「
エ

デ
ン
の
園
」
の
神
話
に
着
想
を
得
た
作
品
で
、
ア
ダ
ム
の
臨
終
の

場
面
で
交
わ
さ
れ
る
、
ア
ダ
ム
と
彼
の
子
孫
、
エ
ノ
ク
と
メ
ホ
ア

エ
ル
の
会
話
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
楽
園
を
追
放
さ
れ
、
地
上

に
降
り
た
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
人
間
は
、
地
上
で

労
苦
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
人
間
が
労
役
に

苦
労
す
る
姿
を
悲
し
む
ア
ダ
ム
に
対
し
て
、
彼
の
子
孫
、
エ
ノ
ク

と
メ
ホ
ア
エ
ル
は
、
労
働
は
神
聖
な
も
の
だ
と
答
え
る
。
労
働
を

め
ぐ
る
話
し
合
い
の
末
、
ア
ダ
ム
は
、「
禍
ふ
る
哉
、
呪
は
れ
し
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地
の
子
等
よ
塵
に
し
て
塵
に
皈
る
べ
き
人
の
子
等
よ
！
」
と
言
い

残
し
、
死
の
床
に
横
た
わ
る
。
こ
の
小
品
に
は
、
ロ
シ
ア
革
命
と

当
時
の
社
会
的
な
背
景
も
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

れ
ま
で
の
作
品
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
美
術
作
品
が
添
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
（
図
）。
こ
れ
は
、
森
を
背
景
に
ア
ダ
ム
と
そ
の

家
族
を
描
い
た
も
の
で
、
署
名
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
石
垣

栄
太
郎
の
作
品
だ
と
断
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
石
垣
栄
太
郎

は
、雑
誌
『
共
存
』
や
『
紐
育
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
、小
説
「
髑

髏
に
接
吻
す
る
女
」
の
挿
絵
を
手
掛
け
て
い
る
こ
と
か
ら（
27
）、

こ
れ

も
彼
の
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ダ
ム
の
臨
終
を
描
い
た
小
品

に
対
し
て
、
添
え
ら
れ
た
絵
は
、
穏
や
か
な
構
図
だ
。
ま
た
、
こ

れ
は
、
後
年
の
石
垣
栄
太
郎
の
作
品
に
見
ら
れ
る
、
社
会
風
俗
を

写
実
的
に
描
く
画
風
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
画
彫
会
の
展
覧
会
に

出
品
し
た
《
死
の
勝
利
》
と
同
様
、
既
成
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
し

た
習
作
と
言
え
よ
う
。

一
九
一
九
年
の
創
作
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
文
芸
作
品
の
延
長
線

上
に
あ
る
、
頽
廃
的
な
描
写
を
基
調
と
し
た
、
詩
や
小
品
と
、
神

話
か
ら
着
想
を
得
た
美
術
作
品
が
あ
る
。
し
か
し
、
創
作
活
動
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
転
機
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。

（図）『紐育新報』1919年７月19日、３頁。
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四
、
小
説
「
罪
人
あ
る
な
し
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
社
会
は
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
と
比
べ

て
小
規
模
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、『
紐
育
新
報
』
の
文
芸
欄
も
、
詩

や
小
品
を
中
心
に
し
た
小
さ
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新
年
号

に
は
文
芸
特
集
が
組
ま
れ
、
小
説
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
、
一
九
二
〇
年
に
掲
載
さ
れ
た
、
石
垣
栄
太
郎
の
小
説
「
罪
人

あ
る
な
し
」
は
、
画
家
の
死
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
異
な
作
品
だ（
28
）。

こ
れ
は
、
柳
瀬
と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
留
の
日
本
人
が
、
ペ

ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
の
監
獄
病
院
に
画
家
西
田
の
亡
骸
を
確
認
し

に
行
く
と
い
う
も
の
で
、
主
人
公
の
柳
瀬
が
語
る
、
西
田
の
物
語

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
西
田
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
ス
ク
ー
ル

ボ
ー
イ
を
し
た
後
、
芸
術
家
を
志
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
た

が
、
病
に
倒
れ
、
狂
人
と
な
る
。
そ
こ
で
日
本
に
帰
国
す
る
た
め

に
、
シ
ア
ト
ル
に
向
っ
た
。
西
田
の
帰
国
を
巡
っ
て
は
、
シ
ア
ト

ル
の
日
本
人
牧
師
が
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
牧
師
が

そ
れ
を
断
っ
た
た
め
、
西
田
は
一
人
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
ち
、

途
中
で
力
尽
き
た
の
だ
っ
た
。

「
罪
人
あ
る
な
し
」
は
、
語
り
手
が
、
友
人
の
物
語
を
語
る
二

重
構
造
に
な
っ
て
い
る
点
と
、
在
留
邦
人
の
頽
廃
的
な
様
子
を
描

い
た
点
が
、「
滅
亡
の
門
辺
に
」
と
共
通
し
て
い
る
。
だ
が
、
な

ぜ
日
本
語
新
聞
の
新
年
号
の
文
芸
特
集
に
、
作
者
と
思
し
き
芸
術

家
の
死
を
描
い
た
作
品
を
発
表
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
作
品
が
発
表
さ
れ
た
時
期
と
、
石
垣
栄
太
郎
の
画
歴

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
彼
は
「
罪
人
あ
る
な
し
」
を
発
表

す
る
数
ヶ
月
前
の
、
一
九
一
九
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
、
ア
ー

ト
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
リ
ー
グ
の
ジ
ョ
ン
・
ス
ロ
ー
ン
の
ク
ラ

ス
で
、
美
術
を
学
ん
だ
こ
と
が
判
明
し
た（
29
）。

こ
こ
で
石
垣
栄
太
郎

は
、
庶
民
の
生
活
や
社
会
風
俗
を
写
実
的
に
描
い
た
、
社
会
派
リ

ア
リ
ズ
ム
の
画
風
の
影
響
を
受
け
た
の
だ
。
つ
ま
り
、「
罪
人
あ

る
な
し
」
の
執
筆
の
背
景
に
は
、
美
術
学
校
に
通
っ
た
こ
と
と
、

創
作
上
の
転
機
が
あ
っ
た
。「
罪
人
あ
る
な
し
」
に
は
、
西
田
は
、

「
画
の
方
も
彼
が
非
常
に
崇
拝
し
て
い
た
画
家
か
ら
も
、
前
途
を

悲
観
し
て
い
る
や
う
な
口
振
り
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ

や
こ
れ
や
が
気
狂
ひ
に
な
っ
た
原
因
な
の
で
あ
ら
う
」
と
あ
る
。

石
垣
栄
太
郎
の
分
身
と
思
し
き
西
田
に
、
悲
観
的
な
意
見
を
述
べ

た
画
家
と
は
、
石
垣
栄
太
郎
の
創
作
に
影
響
を
与
え
た
、
美
術
学

校
の
関
係
者
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
作
者
の
も
う
一

人
の
分
身
で
あ
る
柳
瀬
は
、
西
田
は
「
生
き
て
い
て
も
偉
い
画
師

に
も
な
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
」
と
語
っ
て
い
る
。
西
田
が
ど
の

よ
う
な
作
品
を
制
作
し
て
い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
彼
は
、
創
作

に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
西
田
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は
、《
死
の
勝
利
》
や
「
ア
ダ
ム
の
死
の
床
」
の
挿
絵
を
創
作
し

た
、
一
九
一
〇
年
代
の
石
垣
栄
太
郎
と
重
ね
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。「
罪
人
あ
る
な
し
」
に
描
か
れ
た
、
画
家
西
田
の
死
は
、
世

紀
末
芸
術
に
傾
倒
し
た
、
石
垣
栄
太
郎
の
創
作
の
終
焉
を
意
味
し

て
お
り
、
作
者
に
お
と
ず
れ
た
転
機
を
表
し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
後
、『
紐
育
新
報
』
に
は
、
石
垣
栄
太
郎
の
頽
廃
的
な
文

芸
作
品
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
彼
の

社
会
批
評
や
美
術
批
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

石
垣
栄
太
郎
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
美
術
作
品
を
中
心
に
調

査
研
究
が
さ
れ
て
き
た
。
一
九
一
〇
年
代
の
創
作
活
動
に
は
、「
思

想
の
激
変
」
と
さ
れ
る
転
機
が
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
を
裏
づ
け

る
美
術
資
料
は
充
分
に
な
い
こ
と
か
ら
、
創
作
活
動
の
転
機
は
不

明
だ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
紐
育
新
報
』
に
発
表
さ
れ
た

石
垣
栄
太
郎
の
文
芸
作
品
か
ら
、
創
作
の
転
機
を
探
っ
た
。

一
九
一
七
年
に
発
表
さ
れ
た
、
小
品
「
野
に
叫
ぶ
人
の
声
を
」

と「
滅
亡
の
門
辺
に
」に
は
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
来
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
と
の
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
や
、
菅
野
衣
川
と
の
縺
れ
た
人
間
関
係
を
背
景
に
し
た
、
罪

の
意
識
と
頽
廃
的
な
、
作
者
の
心
情
が
投
影
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、「
滅
亡
の
門
辺
に
」
に
表
れ
た
、「
滅
亡
の
門
」
は
、
小
説
「
髑

髏
に
接
吻
す
る
女
」
の
「
秘
密
の
扉
」
に
も
共
通
す
る
、
頽
廃
的

で
堕
落
し
た
世
界
の
入
口
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
九
一
九
年
の
紙
面
に
表
れ
た
、「
あ
る
連
続
せ
る

感
覚
」、「
哀
傷
の
夕
」、「
死
の
誘
惑
」
の
三
編
の
詩
に
は
、
不
安

や
悲
哀
、
死
へ
の
憧
れ
が
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
陰
鬱
と
頽
廃

的
な
世
界
を
描
い
た
点
が
、
そ
れ
ま
で
の
小
品
と
共
通
し
た
テ
ー

マ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
は
、
旧
約
聖
書
の
「
エ
デ

ン
の
園
」
の
神
話
か
ら
着
想
を
得
た
、小
品
「
ア
ダ
ム
の
死
の
床
」

が
、
美
術
作
品
と
共
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
一
九
一
九
年
の
石
垣

栄
太
郎
の
作
品
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
小
品
の
延
長
線
上
に
位
置
す

る
、
頽
廃
と
陰
鬱
を
描
い
た
詩
や
、
神
話
か
ら
着
想
を
得
た
小
品

と
美
術
作
品
が
あ
り
、
多
彩
な
芸
術
活
動
が
明
ら
か
に
な
る
。

こ
の
後
、
一
九
二
〇
年
の
『
紐
育
新
報
』
の
新
年
号
に
発
表
さ

れ
た
、
小
説
「
罪
人
あ
る
な
し
」
は
、
作
者
の
分
身
と
思
し
き
、

画
家
の
死
を
描
い
た
特
異
な
作
品
だ
っ
た
。
こ
れ
以
前
の
詩
や
小

品
に
も
、
死
を
予
感
さ
せ
る
頽
廃
的
な
描
写
は
あ
っ
た
が
、
芸
術

家
の
死
を
テ
ー
マ
に
し
た
、「
罪
人
あ
る
な
し
」
は
、
彼
の
画
歴

と
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
る
直

前
の
一
九
一
九
年
の
秋
に
、
石
垣
栄
太
郎
は
ア
ー
ト
・
ス
テ
ュ
ー
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デ
ン
ト
・
リ
ー
グ
で
、
社
会
派
リ
ア
リ
ズ
ム
の
画
家
に
美
術
を
学

び
、
創
作
上
の
転
機
が
お
と
ず
れ
た
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、「
罪
人

あ
る
な
し
」
に
表
れ
た
、
画
家
西
田
の
死
は
、
頽
廃
を
基
調
と
し

た
、
世
紀
末
芸
術
へ
の
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
、
石
垣
栄
太
郎
の
創

作
活
動
の
一
つ
の
終
焉
を
示
し
て
い
た
。

石
垣
栄
太
郎
は
、
こ
の
後
、『
紐
育
新
報
』
に
、
社
会
批
評
や

美
術
批
評
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
頽
廃
的
な
詩
や
小

品
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
し
て
美
術
活
動
で
は
、

一
九
二
五
年
以
降
、
独
立
美
術
家
協
会
展
や
サ
ロ
ン
ズ
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
に
、
社
会
の
風
俗
を
写
実
的
に
描
い
た
作
品
を
発
表
し

て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
一
年
に
は
、
日
本
人
画
家
の
団
体
で
あ

る
画
彫
会
の
役
員
に
も
選
出
さ
れ
て
お
り（
30
）、

彼
の
創
作
活
動
は
、

文
芸
作
品
か
ら
美
術
作
品
の
制
作
へ
と
移
っ
て
い
く
。『
紐
育
新

報
』
に
発
表
さ
れ
た
、
石
垣
栄
太
郎
の
文
芸
作
品
は
、
こ
れ
ま
で

見
過
ご
さ
れ
て
き
た
、
彼
の
創
作
活
動
の
軌
跡
を
た
ど
る
重
要
な

資
料
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
芸
術
家
の
活
動
の
側
面

を
記
し
た
、
移
民
地
の
文
芸
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

【
附
記
】

本
稿
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
はColum

bia U
niversity, 

C.V
. Starr East A

sian Library

、Center for Research 
Libraries

、N
ew

 Y
ork Public Library

、A
rt Students 

League of N
ew

 Y
ork

、
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
、
日
本
近

代
文
学
館
、
和
歌
山
県
太
地
町
立
石
垣
記
念
館
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

【
注
】

（
１
） 

東
京
国
立
近
代
美
術
館
『
ア
メ
リ
カ
に
学
ん
だ
日
本
の
画

家
た
ち
│
国
吉
・
清
水
・
石
垣
・
野
田
と
ア
メ
リ
カ
ン
・

シ
ー
ン
絵
画
』（
展
覧
会
図
録
）（
一
九
八
二
年
）、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
・
京
都
国
立
近
代
美
術
館
。
広
島
県
立
美

術
館
『
太
平
洋
を
越
え
た
日
本
の
画
家
た
ち
展
│
ア
メ
リ

カ
に
学
ん
だ
18
人
』（
展
覧
会
図
録
）（
一
九
八
七
年
）、 

和

歌
山
県
立
近
代
美
術
館
・
広
島
県
立
美
術
館
・
香
川
県
文

化
会
館
。
東
京
都
庭
園
美
術
館
『
ア
メ
リ
カ
に
生
き
た
日

系
人
画
家
た
ち
│
希
望
と
苦
悩
の
半
世
紀1896-1945

』 
（
終
戦
50
年
企
画
） （
展
覧
会
図
録
）（
一
九
九
五
年
）、
日

本
テ
レ
ビ
放
送
網 

（
共
催
：
大
分
県
立
芸
術
会
館
・
ひ
ろ
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し
ま
美
術
館
）。
こ
の
ほ
か
に
もT

om
 W

olf, “
T
he T

ip 
of the Iceberg

： Early A
sian A

m
erican A

rtists in 
N
ew

 Y
ork” in A

sian A
m
erican A

rt, A
 H

istory 
1850-1970, eds. Gordon H

. Chang, M
ark D

ean 
Johnson, Paul J. K

arlstrom
 and Sharon Spain 

（Stanford: Stanford U
niversity Press, 2008

）, 83-
109.

が
あ
る
。

（
２
） T

om
 W

olf, T
he A

rtistic Journey of YA
SU

O
 

K
U
N
IY

O
SH

I, 

（W
ashington, D

C: Sm
ithsonian 

A
m
erican A

rt M
useum

, 2015

）, 15-86.

（
３
） 

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
。
和
歌
山
県
立
近
代
美
術

館
『
ア
メ
リ
カ
の
中
の
日
本
│
石
垣
栄
太
郎
と
戦
前
の
渡

米
画
家
た
ち
』（
展
覧
会
図
録
） （
一
九
九
七
年
）
十
八
頁
。

（
４
） 

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
。
和
歌
山
県
立
近
代
美
術

館
『
ア
メ
リ
カ
の
中
の
日
本
│
石
垣
栄
太
郎
と
戦
前
の
渡

米
画
家
た
ち
』（
展
覧
会
図
録
） （
一
九
九
七
年
）
十
九
頁
。

（
５
） 

石
垣
栄
太
郎
「
そ
の
夜
」『
新
世
界
』
一
九
一
五
年
五
月

十
六
日
。

（
６
） 

燈
台
守
り
「
除
夜
の
鐘
」『
日
米
週
報
』
一
九
一
六
年

一
二
月
三
十
日
。

（
７
） 

石
垣
栄
太
郎
「
髑
髏
に
接
吻
す
る
女
」『
紐
育
新
報
』

一
九
一
七
年
十
二
月
二
十
九
日
。

（
８
） 

佐
藤
麻
衣
「
石
垣
栄
太
郎
の
文
芸
活
動
│
日
本
人
画
家
が

描
い
た
移
民
地
文
芸
」『
相
模
国
文
』
第
44
号
（
二
〇
一
七

年
）
一
七
│
三
二
頁
。

（
９
） 

画
彫
会
は
、
一
九
二
一
年
五
月
二
十
五
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
結
成
さ
れ
た
、
日
本
人
画
家
の
団
体
（「
日
本
人
画

会
画
彫
会
と
改
称
」『
紐
育
新
報
』
一
九
二
一
年
五
月

二
十
八
日
）
で
、
一
九
二
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
い

る
（T

he Japanese A
rtists Society of N

ew
 Y

ork 
C
ity, Exhibition of Paintings and Sculptures.

（N
ew

 Y
ork: T

he Civic Club, 1922

）. （
和
歌
山
県
太

地
町
立
石
垣
記
念
館
所
蔵
））。

（
10
） 

石
垣
栄
太
郎「「
玉
石
同
架
」（
下
）　

画
彫
会
展
覧
会
」『
紐

育
新
報
』
一
九
二
二
年
十
一
月
十
五
日
。

（
11
） 

京
都
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
。

（
12
） 

画
家
仲
間
の
渡
辺
寅
次
郎
は
、
本
作
品
を
「
石
垣
栄
太
郎

君
の
『
鞭
を
持
て
る
人
』
は
新
思
想
に
生
き
ん
と
す
る
君

に
あ
り
相
な
着
想
で
濃
厚
に
し
て
然
も
波
動
的
色
彩
の
声

と
縦
横
無
尽
な
る
リ
ヅ
ム
と
に
体
形
さ
れ
た
氏
の
作
品
の

前
に
は
幾
多
の
観
客
を
棒
立
せ
し
め
た
以
所
も
茲
に
あ
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る
」（
渡
辺
寅
次
郎
「
第
九
回
独
立
画
展
を
覗
い
て
」『
日

米
時
報
』
一
九
二
五
年
三
月
十
四
日
）
と
評
価
し
て
い
る
。

（
13
） 
石
垣
栄
太
郎
「
ア
メ
リ
カ
放
浪
四
十
年
」（
一
）
〜
（
六
）

『
中
央
公
論
』（
一
九
五
二
年
六
月
か
ら
十
二
月
）。

（
14
） 

前
掲
6
。

（
15
） 

こ
の
詩
に
つ
い
て
、「
今
見
る
と
顔
の
赤
く
な
る
や
う
な

私
の
詩
も
載
っ
て
い
ま
し
た
」
と
作
者
自
身
が
述
べ
て
い

る
。
石
垣
栄
太
郎
「
ア
メ
リ
カ
放
浪
四
十
年
（
六
）
│
片

山
潜
と
そ
の
同
志
た
ち
」『
中
央
公
論
』（
一
九
五
二
年

十
二
月
）、
二
三
五
頁
。『
共
存
』（
一
九
一
七
年
）、
日
本

近
代
文
学
館
所
蔵
。
ま
た
『
共
存
』
に
つ
い
て
は
、
石
垣

綾
子
『
海
を
渡
っ
た
愛
の
画
家　

石
垣
栄
太
郎
の
生
涯
』

御
茶
の
水
書
房
（
一
九
八
八
年
）、
六
六
│
六
九
頁
。
浦

西
和
彦
「
前
田
河
広
一
郎
と
『
日
米
時
報
』」『
国
文
学
』

83
・
84
合
併
号　

関
西
大
学
国
文
学
会
、（
二
〇
〇
二
年

一
月
）、
三
五
七
│
三
七
三
頁
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 

石
垣
栄
太
郎
「
野
に
叫
ぶ
人
の
声
を
」『
紐
育
新
報
』

一
九
一
七
年
六
月
九
日
。

（
17
） 

石
垣
栄
太
郎
「
滅
亡
の
門
辺
に
」『
紐
育
新
報
』
一
九
一
七 

年
八
月
一
日
。

（
18
） 

前
掲
7
。

（
19
） 

石
垣
栄
太
郎
「
エ
イ
の
手
紙
」『
紐
育
新
報
』
一
九
一
八

年
二
月
十
三
日
。

（
20
） 

石
垣
坩
堝
譯
「
審
判
の
庭　

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
」『
紐

育
新
報
』
一
九
一
八
年
七
月
十
七
日
。

（
21
） 

坩
堝
「
祈
り
」『
紐
育
新
報
』
一
九
一
八
年
十
月
十
二
日
。

（
22
） 

石
垣
坩
堝
「
レ
デ
ン
プ
シ
ョ
ン
と
名
を
改
へ
て
上
演
さ
れ

た
『
生
け
る
屍
』
プ
リ
モ
ス
座
の
ト
ル
ス
ト
イ
劇
」『
紐

育
新
報
』
一
九
一
八
年
十
月
二
十
六
日
。

（
23
） 

坩
堝
「
あ
る
連
続
せ
る
感
覚
」『
紐
育
新
報
』
一
九
一
九

年
七
月
三
十
日
。

（
24
） 

坩
堝
「
哀
傷
の
夕
」『
紐
育
新
報
』
一
九
一
九
年
八
月

十
六
日
。

（
25
） 

坩
堝
「
死
の
誘
惑
」『
紐
育
新
報
』
一
九
一
九
年
八
月

二
十
日
。

（
26
） 

石
垣
坩
堝
「
ア
ダ
ム
の
死
の
床
」『
紐
育
新
報
』

一
九
一
九
年
七
月
十
九
日
。

（
27
） 

前
掲
7
。

（
28
） 

石
垣
栄
太
郎
「
罪
人
あ
る
な
し
」『
紐
育
新
報
』

一
九
一
九
年
十
二
月
三
十
一
日
。

（
29
） A

rt Students League of N
ew

 Y
ork, Registration 

record, E
itaro Ishigaki, A

ccount N
o.12692, 
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Register N
o.700. A

ddress, 246W
est 14th St, A

rt 
Students League of N

ew
 Y

ork. 

こ
れ
ま
で
石
垣
栄

太
郎
が
ア
ー
ト
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
リ
ー
グ
で
学
ん
だ

時
期
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
授

業
登
録
記
録
か
ら
、
一
九
一
九
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
同 

校
の
ジ
ョ
ン
・
ス
ロ
ー
ン
に
師
事
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
30
） 

「
日
本
人
画
会
新
役
員
」『
紐
育
新
報
』
一
九
二
一
年
三
月

二
十
三
日
。「
日
本
人
画
会
画
彫
会
と
改
称
」『
紐
育
新

報
』
一
九
二
一
年
五
月
二
十
八
日
。

（
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
）




